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 そうだ皆わしに従え  
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川は流れて人去り来る  会うは別れのはじめとか   
時は流れも進みもしない   はじめ終わりはなきものを 
であったいまが久遠の時か  過去も未来も夢の夢 
森の泉は枯れはせぬもの   ２人の愛は何時までも  アイヨー！ 
ヤッコラサ  エンコラサ 




雲は流れて青空高い  ひとのさだめは風まかせ 
空は広くも小さくも成らぬ  西や東はなきものを 
胸をあわせば心はひとつ  あなた私の国じゃない 
育てる者はただ一つだけ  扶桑のもりよ天にまで アイヨー！ 
ヤッコラサ  エンコラサ 




夢をさがして旅にはでたが  どこへ行こうかいずこにや 
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あなた運んだ五穀の種が  瑞穂の国のわが命 
自然にかえる全てを捨てて  ここはこの世の桃源郷 アイヨー！ 
ヤッコラサ  エンコラサ 




浜の足跡どこまで続く  波に洗われ消えてゆく 
浜の千鳥に尋ねてみたら  わたしゃ知らぬと鳴くばかり 
愛はひとすじ変わらぬものよ  寄せては返す波の音 
潮の流れに運ばれてゆく  平和の願いがめぶくとこよ 別子の山  アイヨー 
ヤッコラサ  エンコラサ 









































 少年 貞剛（語り） 
 母 田鶴子（廣瀬宰平の姉）（メゾソプラノ） 
 最初の妻 松（ソプラノ） 
 その娘 はるこ（子役） 































オペラ《天空の街》上演台本 石田エドワード著（東京オペラ協会 2013 年発刊）  
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